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表情の比較研究は､その進化論的な重要
性が認放されてきたが､実際の比較研究は､
vanHoofなどによって行われてきた行動
の記載研究が中心であった｡
一方､表情を表出する際の形態的な基盤
である表情筋の研究については､比較解剖
学的な視点からいくつかの研究が行われ
てきた｡Huborのサルの表情筋に関する研
究は､その代表的なものである｡
しかし､これら表情筋の比較解剖学的な
研究は､各筋肉が､ヒトの表情筋のどの筋
肉と相同であるか､にはかなりの注意が払
われているものの､そうした筋肉が実際に
どのような動きを作り出すものなのか､あ
るいは､そうした動きが､ヒトのどのよう
な表情の動きと対応しているのか､といっ
た点については､ほどんど言及されていな
いのが現状である｡
本年度は､昨年度までに行ってきた､表
･横筋の個体差の記述をもとに､Huberのア
カゲザルの表情筋に関する解剖学的な研
究を翻訳し､ここに記載されている筋のが
どのような動きを実現しているのか､また
そうした動きはヒトの表情のどのような
動きと対応しているのか､を明らかにして
いく｡
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自由4
霊長類の顎関節に別ナる微細血管構築
-アクリル樹脂注入法一
太田轟邦･岡田成安 く大阪歯大･解剖)
顎関節は下顎頭･下顎窃 ･関節円板を基本構成要
素とした滑膜関節で､その基本形掛ま食性や岨噴様式
によって異なっている｡微組血管構築に関してはイヌ･
カイウサギ･ラットで細島されているが､これらはヒ
トの顎関節の形態とかなり相逮している｡そこで食性
がヒトに類似しているニホンサル顎関節の微細血管構
築について微細血管ib型標本を作成し､走査電顕で観
察した｡
ニホンザル顎関節の形態は全体的にヒトに類似して
おり､下顎頭は楕円で内方に向き､下顎店は陥凹が浅＼
く､関節円板の湾曲度が小さい｡また後方への脱臼を
防ぐために後関節突起がよく発達していた｡
関節腔周囲には滑膜が存在し､その下暦に毛細血管
網 (滑膜下毛細血管網)が形成されていた｡この毛細
血管網は関節円板にも分布し､円板周は部から特にそ
の前方と後方部から中央部に向けて分布しているが､
円墳中央部では血管が存在しない無血管領城が観察さ
れた｡また顎関節円板の上面 (上関節腔側)と下面
(下関節腔側)に毛細血管桐が形成され.その両者に
は明取な差異が認められた｡円板上面の毛細血管網は
2層構造を示し､下面は単馴農道を呈している｡この
円板の上 ･下面での微細血管構築の差異は二ホンザル
顎関節の運動様式､つまり上面側では滑走運動が行な
われるため立体的構造変化ができるように､下面側で
は蝶番運動を主体としているためさほど変化しなくて
もよいものと考える｡
以上ニホンザル顎関節の微細血管構築は顎関節の形
態と機能を反映した構造を示していると考える｡
